
あすなろ農業塾制度(ベテラン生産者によるOJT研修)による実践的な技術伝達

ＪＡや岐阜県による研修生に対する集合研修（他地域の研修生との交流兼ねる）

農業関係機関の職員による現地巡回での対話やアドバイス

農業次世代人材投資資金

白川町 ：白川町移住定住促進補助金

東白川村 ：東白川村定住支援事業

あなたの夢　かなえます
美濃白川ふるさとネット

　岐阜県・美濃白川地域では、農業・地域の担い手を求めています。
　農業技術の習得から、農地や住居の取得のお手伝いまで、美濃白川地域があなたのふるさとに
なるよう、「美濃白川ふるさとネット」が支援します。

○「美濃白川ふるさとネット」とは？

　「美濃白川ふるさとネット」は、美濃白川就農応援会議の通称です。この会議は、美濃白川地
域をふるさとにしたいと考えている方々を支援するために、指導者となるベテランの生産者、行
政、ＪＡ、森林組合、商工会、道の駅、地元の住民の方々で結成した支援チームです。

○農業技術の習得を支援する制度は

・白川町・東白川村とも、条件が合致すれば住居を入手に際し１００万円前後の助成を受
けられます。※新築の場合も同様の制度が整備されています。

○新規就農を希望される方々を支援する制度は

　就農予定時49歳以下の方が、研修中の無収入の時期(準備型：最大２年
間)や、経営開始直後の収入が不安定な時期(経営開始型：５年間)に、年間
最大150万円の給付を受けられる制度です。

　経営開始時にビニールハウス等の施設について、設置に要する経費の1/3～2/3を助成
する制度があります。

○移住・定住に関する支援

・白川町・東白川村とも、「空き家バンク」制度が整備され、希望者に物件情報を提供す
る仕組みができています。

＜あすなろ農業塾＞
ベテラン生産者によるＯＪＴ

農業に関わる行政やＪ
Ａの職員による支援

美濃白川で生活する上で
協力してくれる方々の代
表者による支援

美濃白川ふるさとネット (美濃白川就農応援会議)



就農年

美濃白川ふるさとネット　　事務局

　　めぐみの農業協同組合　白川営農経済センター 0574-72-1031

　　可茂農林事務所　農業普及課 0574-25-3111

美濃白川ふるさとネット　構成員一覧

○研修から就農までの流れ

研修期間自体は１年間ですが、美濃白川に引っ越す準備の期間を考慮すると、就
農に向けた準備期間は最短で２年間は必要になります。

年月 主な内容

研修
準備年

４～８月
・今後の将来を農業に託せるか検討

・美濃白川がふるさとにふさわしいか検討

９月 ・住居や研修先の確定

３月 ・各種研修支援制度の申請書類作成

・条件の良い農地の情報収集

９月 ・農地の確定

11月 ・就農計画の作成、町村への申請

行政・ＪＡ等 農業団体 団体 第３セクター企業

研修年

４～８月
・あすなろ農業塾長の元でＯＪＴ研修の開始

１２月～３月 ・農業経営に必要な資材の発注

４月～ ・農業経営開始

○詳しくは下記まで

めぐみの農業協同組合 美濃白川夏秋トマト部会 白川町商工会 (有)白川町農業開発

白川町 NPO法人ゆうきハートネット 白川町森林組合 (有)新世紀工房

○最後に・・・

東白川村 白川町茶業振興会 東白川村商工会 (株)ふるさと企画

可茂農林事務所 東白川村茶業振興会 東白川村森林組合 みのりの郷　東白川(株)

あすなろ農業塾長代表 白川町集落営農組合連絡協議会 白川町自治協議会

あなたの夢　かなえます
岐阜県「美濃白川ふるさとネット」では本当にあなたが必要なのです。

　美濃白川（岐阜県加茂郡白川町・東白川村）は、地域の
多くが森林に占められた自然が豊かな地域です。

　豊かな自然を活かした農林業が盛んで、東濃ひのき、白
川茶、夏秋トマトの生産地です。また、近年、有機農業を
志す方々が集まる地域になりつつあります。

　名古屋市、岐阜市から自動車で約２時間で訪れる事がで
きる、身近な「ふるさと」です。

白川町・東白川村


